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(57)【要約】
【課題】成形動作に関する動作データ収集時の操作性を
より高めることができる成形機を提供する。
【解決手段】射出成形機１は、射出成形動作を行う射出
成形部１０と、射出成形部１０の動作データを収集する
コントローラ６０のデータ収集部６４と、動作データの
収集に関する複数の設定項目が同一画面内に配置される
とともに、複数の設定項目のそれぞれについて選択可能
な複数の選択項目が一覧配置された設定入力画面を表示
装置４０に表示するコントローラ６０の表示処理部６６
と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成形動作を行う成形部と、
　前記成形部の動作データを収集するデータ収集部と、
　前記動作データの収集に関する複数の設定項目が同一画面内に配置されるとともに、前
記複数の設定項目のそれぞれについて選択可能な複数の選択項目が一覧配置された設定入
力画面を表示装置に表示する表示処理部と、を備えたことを特徴とする成形機。
【請求項２】
　請求項１に記載の成形機であって、
　前記表示処理部が、前記複数の設定項目のそれぞれについて予め定められた入力順序で
前記複数の設定項目のそれぞれに対応した複数の操作案内メッセージを前記設定入力画面
内に順次表示することを特徴とする成形機。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の成形機であって、
　前記表示処理部が、前記複数の設定項目のそれぞれについて予め定められた入力順序で
前記複数の設定項目を順次ハイライト表示することを特徴とする成形機。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の成形機であって、
　前記複数の設定項目が、モニタ表示間隔、モニタ項目、連続運転ショット数および外部
へのデータ転送に関する設定項目を少なくとも含むことを特徴とする成形機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、射出成形機やダイカストマシンなどの成形機に関し、特に成形動作に関する
動作データを収集する機能を備えた成形機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に射出成形機の診断支援装置が開示されている。この診断支援装置はタッチ
パネルを備えたディスプレイが設けられており、このディスプレイには、診断に関する設
定を入力するためスイッチである動作モード選択キーと、診断工程選択キーとが並べて表
示される。
【０００３】
　動作モード選択キーとして、矩形状のボタンスイッチ画像に重ねて現在選択されている
動作モードを示す文字が表示されている。そして、オペレータが、ディスプレイ上の動作
モード選択キーが表示されている箇所をタッチすると選択可能な複数の動作モードがリス
ト表示され、その後リスト表示されている動作モードをタッチして選択することで、リス
ト表示が消去されるとともに動作モード選択キーに新たに選択された動作モードを示す文
字が表示される。診断工程選択キーについても同様である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１４２９７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記診断支援装置は、動作モード選択キーを押したときのみ複数の動作モードがリスト
表示され、同様に、診断工程選択キーを押したときのみ複数の診断工程が表示されるもの
である。つまり、通常の状態では選択可能な項目が表示されずに隠れている。そして、射
出成形機の診断は主にトラブルが発生したときに行われることから、診断のための操作は
頻繁に行われることがなく、そのため、射出成形機の診断操作に慣れていないオペレータ
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が少なからず存在するという実情がある。このような不慣れなオペレータは、診断操作に
おいてどのような選択項目があるのか把握しておらず、どのような選択項目が存在するか
を確認するために各ボタンを試しに押して選択項目をリスト表示させる。このように、上
記診断支援装置は、オペレータに不要な操作を強いるものであり、操作性の点で改善の余
地があった。
【０００６】
　本発明は、成形動作に関する動作データ収集時の操作性をより高めることができる成形
機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の成形機は、成形動作を行う成形部と、前記成形部
の動作データを収集するデータ収集部と、前記動作データの収集に関する複数の設定項目
が同一画面内に配置されるとともに、前記複数の設定項目のそれぞれについて選択可能な
複数の選択項目が一覧配置された設定入力画面を表示装置に表示する表示処理部と、を備
えたことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の成形機によれば、設定入力画面において、複数の設定項目が同時に表示される
とともに複数の設定項目のそれぞれについて選択可能な選択項目が一覧表示される。その
ため、一目でどのような選択項目があるのか把握することができ、選択項目を確認するた
めの不要な操作を抑制することができる。
【０００９】
　本発明においては、前記表示処理部が、前記複数の設定項目のそれぞれについて予め定
められた入力順序で前記複数の設定項目のそれぞれに対応した複数の操作案内メッセージ
を前記設定入力画面内に順次表示することが好ましい。このようにすることで、操作案内
メッセージによりオペレータが正しい順番で操作を案内されるので、より確実な操作を行
うことができる。
【００１０】
　本発明においては、前記表示処理部が、前記複数の設定項目のそれぞれについて予め定
められた入力順序で前記複数の設定項目を順次ハイライト表示することが好ましい。この
ようにすることで、複数の設定項目のハイライト表示によりオペレータが正しい順番で操
作を案内されるので、より確実な操作を行うことができる。
【００１１】
　本発明においては、前記複数の設定項目が、モニタ表示間隔、モニタ項目、連続運転シ
ョット数および外部へのデータ転送に関する設定項目を少なくとも含むようにしてもよい
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の成形機によれば、成形動作に関する動作データの収集時における操作性をより
高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る射出成形機の概略構成を示す機能ブロック図である。
【図２】図１の射出成形機の表示装置に表示される画面（メニュー画面）の一例を示す図
である。
【図３】図１の射出成形機の表示装置に表示される画面（データ収集ナビ画面）の一例を
示す図である。
【図４】図１の射出成形機の表示装置に表示される画面（モニタ項目画面）の一例を示す
図である。
【図５】図１の射出成形機の表示装置に表示される画面（モニタデータ表示画面）の一例
を示す図である。
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【図６】図１の射出成形機のコントローラによって実行されるデータ収集ナビ処理の一例
を示すフローチャートである。
【図７】図６のフローチャートの続きである。
【図８】図７のフローチャートの続きである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態に係る射出成形機について説明する。本実施形態の射出成形
機は、射出成形動作に関する動作データを収集するための設定操作を支援する機能（デー
タ収集ナビ機能）を備えている。
【００１５】
　まず、本実施形態の射出成形機の構成について図１を参照して説明する。図１は、本発
明の一実施例に係る射出成形機の概略構成を示す機能ブロック図である。
【００１６】
　図１に示すように、射出成形機１は、成形部としての射出成形部１０と、ドライバ群２
０と、センサ群３０と、表示装置４０と、入力装置５０と、コントローラ６０とを備えて
いる。コントローラ６０には、外部記憶装置７０が接続可能である。
【００１７】
　射出成形部１０は、例えば、（１）加熱シリンダ、（２）加熱シリンダ内に回転可能か
つ前後進可能に収納されたスクリュー、（３）加熱シリンダの末端側に備えられ、スクリ
ューの溝内に原料樹脂を供給するホッパ、（４）加熱シリンダの先端側に備えられ、金型
が設置される型締装置、（５）加熱シリンダを加熱するバンドヒータ、（６）スクリュー
を回転させるモータ、（７）スクリューを前後進移動させる油圧シリンダ、（８）ホッパ
の供給口を開閉するアクチュエータ、および（９）型締装置において金型の開閉、成形品
の取り出しのためのシリンダ、などを有している。射出成形部１０は、後述するコントロ
ーラ６０によって制御されることにより、例えば、バンドヒータによる加熱動作、スクリ
ューの回転および前後進移動動作、ホッパの供給口の開閉動作、金型開閉動作、成形品取
り出し（エジェクト）動作などを含む射出成形に係る一連の動作を単発（１ショット）ま
たは連続（連続ショット）して実行する射出成形動作を行う。
【００１８】
　ドライバ群２０は、射出成形部１０の各部に配設されたヒータ、モータ、シリンダおよ
びアクチュエータなどの多数の駆動源を駆動制御するための多数のドライバ回路で構成さ
れている。ドライバ群２０には、例えば、ヒータドライバ、モータドライバ、シリンダド
ライバおよびアクチュエータドライバなどが含まれる。
【００１９】
　センサ群３０は、射出成形部１０の各部に備えられた多数のセンサで構成されており、
射出成形部１０の動作に関する動作データである実測値を計測する。センサ群３０には、
例えば、スクリューストローク検出センサ、スクリュー回転速度検出センサ、射出圧力お
よび背圧検出センサ、型開閉ストローク検出センサ、型締圧力検出センサ、型内圧検出セ
ンサ、エジェクト突出し／戻りストローク検出センサ、エジェクトシリンダ圧力検出セン
サ、製品自動取り出し機の動作確認センサ、各部の温度センサおよび電力値検出センサ、
などが含まれる。
【００２０】
　表示装置４０は、例えば、カラーＬＣＤ等で構成されている。表示装置４０は、後述す
る表示処理部６６からの制御信号に基づいて表示面に各種画面を表示する。
【００２１】
　入力装置５０は、例えば、表示装置４０の表示面に重ねて配置されたタッチパネルで構
成されている。入力装置５０は、タッチパネル以外でもよく、例えばキーボードなどであ
ってもよい。
【００２２】
　コントローラ６０は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、各種Ｉ／Ｏイ
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ンタフェース、等を備えた組み込み機器用のマイクロコンピュータを有して構成されてい
る。コントローラ６０は、射出成形機１全体の制御を司り、可塑化動作、射出動作、型開
閉動作、エジェクト動作等の成形行程全体の制御や、センサ群３０に実測値の演算・格納
処理、良品／不良品の判定処理、異常判定処理等の演算・判定処理を実行する。さらに、
コントローラ６０は、表示装置４０への出力画像の表示制御処理、入力装置５０に入力さ
れた操作の処理等の各種処理を実行する。
【００２３】
　本実施形態において、コントローラ６０は、成形条件設定記憶部６１、成形プロセス制
御部６２、データ記憶部６３、データ収集部６４、設定情報記憶部６５および表示処理部
６６など、を有している。成形プロセス制御部６２、データ収集部６４および表示処理部
６６の各機能部は、マイクロコンピュータのＣＰＵが、ＲＯＭ等に記憶された各種制御プ
ログラムを実行することにより実現される。
【００２４】
　成形条件設定記憶部６１は、例えば、書き換え可能な不揮発メモリであるＥＥＰＲＯＭ
の記憶領域の一部であり、入力装置５０に入力された各種運転条件値が、書き替え可能な
形で記憶されている。これら運転条件値としては、例えば、増締力、電力値、可塑化行程
時のスクリュー位置とスクリュー回転速度，スクリュー後退速度，および背圧との関係、
サックバック制御条件、射出開始点（位置）から保圧切替点（位置）までの射出速度条件
並びに射出圧力条件、保圧切替時点から保圧終了時点までの２次射出圧力（保圧圧力）条
件、各部のバンドヒータ温度、型閉じ（型締め）ストロークと速度制御条件並びに型締力
、型開きストロークと速度制御条件、エジェクト制御条件、製品自動取り出し機の制御条
件等々が挙げられる。
【００２５】
　成形プロセス制御部６２は、予めＲＯＭ等に格納された成形プロセス制御プログラムと
、成形条件設定記憶部６１に格納された運転条件値とに基づき、射出成形部１０の各部に
配設されたセンサ群３０からの実測値およびマイクロコンピュータの内蔵時計からの計時
情報を参照しつつ、ドライバ群２０を介して対応するヒータ、モータ、シリンダおよびア
クチュエータなどの駆動源を駆動制御し、一連の射出成形に係る動作を実行させる。
【００２６】
　データ記憶部６３は、例えば、ＲＡＭの記憶領域の一部であり、後述するデータ収集部
６４によって収集された射出成形部１０の動作に関する動作データを記憶する。この動作
データには、センサ群３０によって時系列的に計測された実測値、内蔵時計からの計時情
報が含まれる。動作データには、各種運転条件値を含んでいてもよい。
【００２７】
　データ収集部６４は、射出成形部１０の動作に関する動作データを収集してデータ記憶
部６３に格納する。具体的には、データ収集部６４は、運転時における予め設定されたモ
ニタ項目についてセンサ群３０によって計測された実測値を収集する。計測項目としては
、（１）時間監視項目、（２）位置監視項目、（３）回転数監視項目、（４）速度監視項
目、（５）圧力監視項目、（６）温度監視項目、などが挙げられる。なお、速度実測値は
、前記した各ストローク（位置）検出センサからの実測値と計時情報とに基づき、コント
ローラ６０内の演算処理部（図示なし）によってリアルタイムに算出され、これがデータ
記憶部６３の所定エリアに格納される。
【００２８】
　設定情報記憶部６５は、射出成形部１０の動作データに関する複数の設定項目に対応す
る複数の設定情報が記憶される。後述する表示処理部６６によって表示装置４０に設定入
力画面としてのデータ収集ナビ画面Ｇ２（図３）が表示されている際に、入力装置５０に
データ収集ナビ画面Ｇ２応じた設定操作が入力され、そして、この設定操作に応じた複数
の設定情報が設定情報記憶部６５に格納される。
【００２９】
　表示処理部６６は、表示装置４０に制御信号を送信し、表示装置４０の表示面に各種画
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面を表示する。表示処理部６６は、例えば、オペレータが入力装置５０に操作を入力する
と、当該操作に応じた画面を構成する画像データを生成して、この画像データを制御信号
に含めて表示装置４０に送信する。
【００３０】
　また、コントローラ６０には、例えば、ＵＳＢインタフェースを備えたハードディスク
装置やＵＳＢメモリ装置などの外部記憶装置７０を接続することができ、データ記憶部６
３に格納された動作データを外部記憶装置７０に転送することができる。
【００３１】
　次に、上述した射出成形機１のコントローラ６０によって実行されるデータ収集ナビ処
理の一例について、図２～図８を参照して説明する。
【００３２】
　図２～図５は、図１の射出成形機の表示装置に表示される画面（メニュー画面、データ
収集ナビ画面、モニタ項目画面およびモニタデータ表示画面）の一例を示す図である。図
６～図８は、図１の射出成形機のコントローラによって実行されるデータ収集ナビ処理の
一例を示すフローチャートである。
【００３３】
　コントローラ６０（表示処理部６６）は、図２に示すメニュー画面Ｇ１を表示装置４０
に表示する。メニュー画面Ｇ１は、各種機能に対応する複数のボタンスイッチ画像（以下
、単に「ボタン」という。）が縦横に並んで配置されている。機能が割り当てられている
ボタンは機能名が重ねて表示されている。
【００３４】
　メニュー画面Ｇ１が表示されている状態において、オペレータがメニュー画面Ｇ１に表
示された複数のボタンから所望の機能に対応するものを選んでタッチすることで、コント
ローラ６０は、入力装置５０のタッチパネルにおけるタッチされた箇所に対応するボタン
が操作されたものとして（以下、単に「タッチ操作される」という。）、当該ボタンに割
り当てられた機能を呼び出して実行する。
【００３５】
　なお、入力装置５０がキーボードの場合は、例えば、上下左右への移動キーを押下する
ことによりメニュー画面Ｇ１内で選択箇所が上下左右に移動し、そして、確定キーを押す
ことで、コントローラ６０は、そのとき選択状態にあるボタンが操作されたものとして、
当該ボタンに割り当てられた機能を呼び出して実行する。
【００３６】
　そして、メニュー画面Ｇ１において、データ収集ナビボタンＮ１がタッチ操作されると
、コントローラ６０（具体的には表示処理部６６）が図３に示すデータ収集ナビ画面Ｇ２
を表示装置４０に表示する。
【００３７】
　このデータ収集ナビ画面Ｇ２は、複数の設定項目であるモニタ表示間隔選択Ｇ２１、モ
ニタ項目選択Ｇ２２、連続運転ショット数Ｇ２３および外部へのデータ転送選択Ｇ２４、
ならびに、メッセージ表示欄Ｇ２５を画面内に表示している。
【００３８】
　また、データ収集ナビ画面Ｇ２には、戻るボタンＢ１、次へボタンＢ２、終了ボタンＢ
３および転送ボタンＢ４が画面下部に横方向に並んで配置されている。戻るボタンＢ１は
１つ前の操作状態に戻り、次へボタンＢ２は現在の操作を完了して次の入力操作に移り、
終了ボタンＢ３は現在の操作を終了してメニュー画面Ｇ１に戻る。転送ボタンＢ４は、収
集した動作データを外部記憶装置７０に転送する際に操作する。ボタンＢ１～Ｂ３は、後
述するモニタ項目画面Ｇ３でも同様に配置されている。
【００３９】
　モニタ表示間隔選択Ｇ２１は、後述するモニタデータ表示画面Ｇ４を、射出成形動作の
毎ショット後に表示するか、設定された間欠回毎に表示するかを設定する設定項目である
。モニタ表示間隔選択Ｇ２１は、選択項目として「毎ショット（推奨）」および「間欠」
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を有しており、これらをリスト表示（即ち一覧表示）している。
【００４０】
　モニタ項目選択Ｇ２２は、射出成形動作時に収集するとともにモニタデータ表示画面Ｇ
４に表示するモニタ項目を設定する設定項目である。モニタ項目選択Ｇ２２は、選択項目
として「推奨項目」および「任意項目」を有しており、これらをリスト表示している。
【００４１】
　連続運転ショット数Ｇ２３は、射出成形動作におけるショットを連続して実行する回数
を設定する設定項目である。連続運転ショット数Ｇ２３は、選択項目として「１０ショッ
ト」、「１００ショット」、「１０００ショット」および「任意」を有しており、これら
をリスト表示している。
【００４２】
　外部へのデータ転送選択Ｇ２４は、コントローラ６０に接続された外部記憶装置７０に
対して収集した動作データを転送するか否かを設定する設定項目である。外部へのデータ
転送選択Ｇ２４は、選択項目として「ＹＥＳ」および「ＮＯ」を有しており、これらを左
右に並べて表示している。
【００４３】
　メッセージ表示欄Ｇ２５は、データ収集ナビ画面Ｇ２における操作手順にしたがって、
複数の設定項目の操作を案内するメッセージなどを表示する領域である。
【００４４】
　そして、メニュー画面Ｇ１からデータ収集ナビ画面Ｇ２に表示が切り替わると、コント
ローラ６０は、図６～図８に示すデータナビ収集処理の実行を開始する。
【００４５】
　コントローラ６０は、モニタ表示間隔選択Ｇ２１を他の設定項目より明るい色でハイラ
イト表示する（Ｔ１１０）。そして、メッセージ表示欄Ｇ２５にモニタ表示間隔選択Ｇ２
１への入力操作を促す操作案内メッセージＳ１（例えば、「モニタ表示間隔を設定してく
ださい。設定完了後、次へボタンを押してください。間欠選択時は、モニタデータ表示画
面の間欠間隔数を設定してください」）を表示する（Ｔ１２０）。
【００４６】
　コントローラ６０は、モニタ表示間隔選択Ｇ２１において、予め「毎ショット（推奨）
」に並べてチェックマーク（レ点）を表示する。つまり、初期状態で「毎ショット（推奨
）」が選択されている。そして、コントローラ６０は、「間欠」がタッチ操作されると（
Ｔ１３０で「間欠」）、「間欠」に並べてチェックマークを表示するとともに、間欠間隔
数の入力を受け付ける（Ｔ１４０）。または、コントローラ６０は、「間欠」に並べてチ
ェックマークを表示している状態で、「毎ショット（推奨）」がタッチ操作されると（Ｔ
１３０で「毎ショット」）、「毎ショット（推奨）」に並べてチェックマークを表示する
。そして、コントローラ６０は、次へボタンＢ２がタッチ操作されると（Ｔ１３０で「次
へ」）、チェックマークを並べて表示している選択項目が選択されたものとして、その選
択項目に応じた設定情報を設定情報記憶部６５に記憶する。これにより、モニタ表示間隔
選択Ｇ２１での設定を終え、モニタ項目選択Ｇ２２に進む。
【００４７】
　次に、コントローラ６０は、モニタ項目選択Ｇ２２を他の設定項目より明るい色でハイ
ライト表示する（Ｔ１５０）。そして、メッセージ表示欄Ｇ２５にモニタ項目選択Ｇ２２
への入力操作を促す操作案内メッセージＳ２（例えば、「モニタ項目を設定してください
。設定完了後、次へボタンを押してください。任意項目を選択した場合は、モニタ項目画
面が表示されます。終了する場合は終了ボタンを押してください。」）を表示する（Ｔ１
６０）。
【００４８】
　コントローラ６０は、モニタ項目選択Ｇ２２において、予め「推奨項目」に並べてチェ
ックマークを表示する。つまり、初期状態で「推奨項目」が選択されている。そして、コ
ントローラ６０は、「任意項目」がタッチ操作されると（Ｔ１７０で「任意項目」）、「
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任意項目」に並べてチェックマークを表示するとともに、次へボタンＢ２の入力を待つ（
Ｔ１８０）。このとき次へボタンＢ２がタッチ操作されると（Ｔ１８０で「次へ」）、図
４に示すモニタ項目画面Ｇ３を表示する（Ｔ１９０）。
【００４９】
　このモニタ項目画面Ｇ３は、選択されたモニタ項目の識別番号を表形式で表示する選択
モニタ項目Ｇ３１と、選択可能なモニタ項目をそれらの識別番号と並べて表形式で表示す
るモニタ項目テーブルＧ３２とを画面内に並べて表示している。モニタ項目画面Ｇ３を表
示している状態において、オペレータがモニタ項目テーブルＧ３２の中から所望のモニタ
項目をタッチ操作すると、タッチ操作されたモニタ項目が選択されたものとして選択モニ
タ項目Ｇ３１に反映される。そして、モニタ項目画面Ｇ３において次へボタンＢ２がタッ
チ操作されると、コントローラ６０は、モニタ項目画面Ｇ３を消去して、データ収集ナビ
画面Ｇ２を復帰表示する。
【００５０】
　コントローラ６０は、「任意項目」に並べてチェックマークを表示している状態で、「
推奨項目」がタッチ操作されると（Ｔ１７０またはＴ１８０で「推奨項目」）、「推奨項
目」に並べてチェックマークを表示する。そして、コントローラ６０は、次へボタンＢ２
がタッチ操作されると（Ｔ１７０で「次へ」）、チェックマークを並べて表示している選
択項目が選択されたものとして、その選択項目に応じた設定情報を設定情報記憶部６５に
記憶する。これにより、モニタ項目選択Ｇ２２での設定を終え、連続運転ショット数Ｇ２
３に進む。
【００５１】
　次に、コントローラ６０は、連続運転ショット数Ｇ２３を他の設定項目より明るい色で
ハイライト表示する（Ｔ２００）。そして、メッセージ表示欄Ｇ２５に連続運転ショット
数Ｇ２３への入力操作を促す操作案内メッセージＳ３（例えば、「連続運転ショット数を
設定してください、設定完了後、次へボタンを押してください。任意設定を選択した場合
は、ショット数を設定してください。終了する場合は、終了ボタンを押してください。」
）を表示する（Ｔ２１０）。
【００５２】
　コントローラ６０は、連続運転ショット数Ｇ２３において、予め「１００ショット」に
並べてチェックマークを表示する。つまり、初期状態で「１００ショット」が選択されて
いる。そして、コントローラ６０は、「任意」がタッチ操作されると（Ｔ２２０で「任意
」）、「任意」に並べてチェックマークを表示するとともに、ショット数の入力を受け付
ける（Ｔ２３０）。または、コントローラ６０は、「１０ショット」、「１００ショット
」または「１０００ショット」がタッチ操作されると（Ｔ２２０で「既定ショット数）、
タッチ操作された選択項目に並べてチェックマークを表示する。そして、コントローラ６
０は、次へボタンＢ２がタッチ操作されると（Ｔ２２０で「次へ」）、チェックマークを
並べて表示している選択項目が選択されたものとして、その選択項目に応じた設定情報を
設定情報記憶部６５に記憶する。これにより、連続運転ショット数Ｇ２３の設定を終える
。
【００５３】
　次に、コントローラ６０は、メッセージ表示欄Ｇ２５に射出成形動作の実行を促す操作
案内メッセージＳ４（例えば、「成形スタートしてください。」）を表示する（Ｔ２４０
）。そして、コントローラ６０は、次へボタンＢ２がタッチ操作されると（Ｔ２５０で「
次へ」）、データ収集ナビ画面Ｇ２を一旦消去して、メニュー画面Ｇ１を表示する（Ｔ２
６０）。
【００５４】
　メニュー画面Ｇ１を表示している状態において、オペレータが各ボタンをタッチ操作す
ることにより射出成形動作を実行する。そして、射出成形動作において連続運転ショット
数Ｇ２３で設定されたショット数を実行するとともに、モニタ表示間隔選択Ｇ２１で設定
されたタイミングでモニタデータ表示画面Ｇ４を表示する。モニタデータ表示画面Ｇ４は
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、モニタ項目選択Ｇ２２で選択されたモニタ項目に関する動作データを表示する。
【００５５】
　そして、射出成形動作において、設定されたショット数が終了すると（Ｔ２７０で「終
了」）、コントローラ６０は、データ収集ナビ画面Ｇ２を復帰表示し（Ｔ２８０）、メッ
セージ表示欄Ｇ２５に射出成形動作が終了したことを通知する操作案内メッセージＳ５（
例えば、「成形終了しました。」）を表示する（Ｔ２９０）。
【００５６】
　次に、コントローラ６０は、次へボタンＢ２がタッチ操作されると（Ｔ３００で「次へ
」）、外部へのデータ転送選択Ｇ２４を他の設定項目より明るい色でハイライト表示する
（Ｔ３１０）。そして、メッセージ表示欄Ｇ２５に外部へのデータ転送選択Ｇ２４への入
力操作を促す操作案内メッセージＳ６（例えば、「外部記憶装置へのデータ転送を選択し
てください。選択後、次へボタンを押してください。ＮＯを選択した場合は、次へボタン
を押すとデータを保存せず終了します。」）を表示する（Ｔ３２０）。
【００５７】
　コントローラ６０は、外部へのデータ転送選択Ｇ２４、予め「ＹＥＳ」を濃色（例えば
濃いグレー）で表示しかつ「ＮＯ」を薄色（例えば薄いグレー）で表示する。この状態に
おいてＹＥＳが選択されている。そして、コントローラ６０は、転送ボタンＢ４がタッチ
操作されると（Ｔ３３０で「転送」）、コントローラ６０に接続された外部記憶装置７０
に収集した動作データを転送する（Ｔ３４０）。動作データの転送が終了すると、コント
ローラ６０は、メッセージ表示欄Ｇ２５に動作データの転送が終了したことを通知する操
作案内メッセージＳ７（例えば、「データの転送が終了しました。データ収集ナビを終了
します。」）を表示し（Ｔ３５０）、所定時間（例えば３秒）経過後に、データ収集ナビ
画面Ｇ２を消去し、メニュー画面Ｇ１を表示して、データ収集ナビ処理を終了する。
【００５８】
　または、コントローラ６０は、「ＹＥＳ」を濃色で表示している状態において「ＮＯ」
がタッチ操作されると（Ｔ３３０で「ＮＯ」）、「ＹＥＳ」を薄色で表示しかつ「ＮＯ」
を濃色で表示する。この状態においてＮＯが選択されている。この状態で、「ＹＥＳ」が
タッチ操作されると（Ｔ３６０で「ＹＥＳ」）、「ＹＥＳ」を濃色で再度表示しかつ「Ｎ
Ｏ」を薄色で再度表示し、または、次へボタンＢ２がタッチ操作されると（Ｔ３６０で「
次へ」）、データ収集ナビ画面Ｇ２を消去し、メニュー画面Ｇ１を表示して、データ収集
ナビ処理を終了する。
【００５９】
　以上説明したように、本実施形態の射出成形機１によれば、コントローラ６０によって
表示されるデータ収集ナビ画面Ｇ２において、複数の設定項目であるモニタ表示間隔選択
Ｇ２１、モニタ項目選択Ｇ２２、連続運転ショット数Ｇ２３、外部へのデータ転送選択Ｇ
２４が同時に表示されている。モニタ表示間隔選択Ｇ２１は、選択項目としての「毎ショ
ット（推奨）」および「間欠」をリスト表示している。モニタ項目選択Ｇ２２は、選択項
目としての「推奨項目」および「任意項目」をリスト表示している。連続運転ショット数
Ｇ２３は、選択項目としての「１０ショット」、「１００ショット」、「１０００ショッ
ト」および「任意」をリスト表示している。外部へのデータ転送選択Ｇ２４は、選択項目
としての「ＹＥＳ」および「ＮＯ」を左右に並べて表示している。そのため、複数の設定
項目において一目でどのような選択項目があるのか把握することができ、選択項目を確認
するための不要な操作を抑制することができる。
【００６０】
　コントローラ６０が、複数の設定項目のそれぞれについて予め定められた入力順序で、
データ収集ナビ画面Ｇ２内に前複数の設定項目のそれぞれに対応した複数の操作案内メッ
セージＳ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ６を順次表示する。これにより、各操作案内メッセージによ
りオペレータが正しい順番で操作を案内されるので、より確実な操作を行うことができる
。
【００６１】
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　コントローラ６０が、複数の設定項目のそれぞれについて予め定められた入力順序で複
数の設定項目を順次ハイライト表示する。これにより、複数の設定項目のハイライト表示
によりオペレータが正しい順番で操作を案内されるので、より確実な操作を行うことがで
きる。
【００６２】
　複数の設定項目が、モニタ表示間隔選択Ｇ２１、モニタ項目選択Ｇ２２、連続運転ショ
ット数Ｇ２３および外部へのデータ転送選択Ｇ２４に関する設定項目を含むものであった
が、これ以外の項目を含んでいてもよい。
【００６３】
　本実施形態の射出成形機１によれば、射出成形動作に関する動作データの収集時におけ
る操作性をより高めることができる。
【００６４】
　上述した実施形態では、ハイライト表示および操作案内メッセージにより、モニタ表示
間隔選択Ｇ２１、モニタ項目選択Ｇ２２、連続運転ショット数Ｇ２３および外部へのデー
タ転送選択Ｇ２４の順序で入力操作を促すものであったが、これに限定されるものではな
い。ハイライト表示または操作案内メッセージを共に採用した構成が最も好ましいが、例
えば、ハイライト表示または操作案内メッセージのどちらか一方のみ採用した構成でもよ
く、またはいずれも採用しない構成でもよい。また、上記とは異なる入力順序で入力操作
を促すものであってもよい。
【００６５】
　また、上述した実施形態では、表示装置４０および入力装置５０を備えたものであった
がこれに限定されるものではない。例えば、無線通信を介してコントローラ６０とタブレ
ット端末とを接続し、表示装置４０および入力装置５０に代えて、このタブレット端末の
ディスプレイおよびタッチパネルを用いる構成としてもよい。
【００６６】
　また、上述した実施形態では、プラスチックなどの樹脂材料を金型に射出する射出成形
機であったが、これに限定するものではない。射出成形機以外にも、例えば、金属材料を
金型に圧入するダイカストマシンなど、成形品の材料を金型に注入する成形機であれば、
本発明を適用可能である。
【００６７】
　上記に本発明の本実施形態を説明したが、本発明はこれらの例に限定されるものではな
い。前述の実施形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除、設計変更を行った
ものや、実施形態の特徴を適宜組み合わせたものも、本発明の要旨を備えている限り、本
発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００６８】
　１…射出成形機（成形機）、１０…射出成形部（成形部）、２０…ドライバ群、３０…
センサ群、４０…表示装置、５０…入力装置、６０…コントローラ、６１…成形条件設定
記憶部、６２…成形プロセス制御部、６３…データ記憶部、６４…データ収集部、６５…
設定情報記憶部、６６…表示処理部、７０…外部記憶装置、Ｂ１…戻るボタン、Ｂ２…次
へボタン、Ｂ３…終了ボタン、Ｂ４…転送ボタン、Ｇ１…メニュー画面、Ｇ２…データ収
集ナビ画面、Ｇ２１…モニタ表示間隔選択、Ｇ２２…モニタ項目選択、Ｇ２３…連続運転
ショット数、Ｇ２４…外部へのデータ転送選択、Ｇ２５…メッセージ表示欄、Ｇ３…モニ
タ項目画面、Ｇ３１…選択モニタ項目、Ｇ３２…モニタ項目テーブル、Ｇ４…モニタデー
タ表示画面、Ｎ１…データ収集ナビボタン、Ｓ１～Ｓ７…操作案内メッセージ
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